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V 挺 :ill'

．言言－

"" 
輸尿管 ヲ完全閉塞シタル後 ＝＝－ ！（；＇.起シタル1k腎ノ割問＝於テ• I持軍ノ内而ガn.>niヲ経過スルエ

従ツテ種々ナルJf~ ヲ星シ．恰モ手~－； ヲ蛾ゲタ Jレガ~n キ JI}\態ヲナス隆組物ノ介作スルコトヲ認メ

タル事へ第 I報＝於テ既i事セル所ナリ。而モ之ノ隆起物＝開シテハ， Fuchs, Kuprijanoff氏

等ハ既＝血管ノ走行ト相一致スJレJfiヲナスモノナリトヱミヒ， Leonhard氏ハ此ノ隆起物内二ハ

血管及ピ腎孟ノ筋肉ガ存在スげノナルコトヲ明カニシタリ。自fJチ同氏ハ入酷lノ1k＇背9'lit~例ト
家兎ノj故例ニ就テ，該隆超陶内＝ヂ1:1レ筋肉鎚【化ヲ腎孟ノ括約筋部，内部， ~1-1部及ピ外部ノ 4 ケ

所エ分チテ観察シタル結：！.／~， 1k腎々孟ノ筋肉ハ肥大シ，長イ粧過ノ・後エハ萎縮スルモノナリト
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論及セリ。文献ハ斯ノ如ク塞々タ Jレモノナルヲ以テ余ハ抜＝＇骨孟ノ筋肉k;,;f化＝就テ統計的資験

ヲ試し之レニ劉スル決定的論白ヲ得ントセリ。

II. 責験J目的ト其J方法

輸尿管ヲ完全閉塞セシムル時ハ，腎孟内ノt時間液ハ毛穴第＝増量シテ腎孟ハ擁大シ・定ノ時期

迄ハ最高波長＝達スルガ，後＝ハ却ツテ漸減シ，腎孟ノ蹴大モ弱メラレ資質ハ萎縮＝傾キ著シ

ク非薄トナリ，所謂定型的ノ獲性7.k腎ヲ形成スルモノナル事ハ第 1項＝於テ既述シタル庇＝シ

テ，之ノ鋭化モ輸尿管ノ閉塞部位＝依リテ遅蓮ヲ来スコ 1・モ亦記載セル所ナリ。然レ共此ノ際

腎孟ノ筋肉ニ如何ナル嬰化ヲ招来スfレモノナルカ，換言スレバ水腎形成ノ経過ェ従ツテ如何ナ

ル影響ヲ蒙ルモノナルカ，更ニメ愉尿？？ノ閉塞部位的関係＝協リテ如何ナノレ差異ヲ来スモノナ

ルカュ就テ l写考スルコトハ，敢テ蛇足＝非ザ）レコトヲ確信スFレモノヂアル。何ツテ余ハ，以上

ノ諸寅！股＝依ル腎孟ノ筋肉鑓化ヲ検索引レト共＝.7k腎資質ノ組織撃的観察ヲ行ヒ，之ノi稿者

トノ関係ヲ検討シテ，部ニ記if占シタル腎寅質ノ重量及ビ腎孟内含有i夜量トノ闘聯ヲ究メント欲

セリ。

モ欠＝組織標本作成＝際シテハ，規定ノ視察期間 1週－40週＝到レバ寅験家兎ヲ致死セシメタ

ル後＝雨側腎ヲ摘出シ，之等ノ腎臓ハ腎門部ヲ中心ニシテ輪切スルコト、シ，共ノ後宇都ノI膏

孟ノ中間部ヲ選定シテ組織塊ヲ別出スルコト、セリ。切片棋本作成＝ハ該組織塊ヲ腎臓ノ長軸

＝垂直＝ナル様＝置キ，而モ腎孟ノ隆起物ヲ水平ニ切ノレヲ要ス。共他聞定法，染色法等ニ開シ

テハ第2章＝於テ既漣セリ。斯クシテ作成シグル顛倒鏡標本ヲ組織躍的＝観察シ雨側腎孟ノ筋

肉ヲ比較針m~ シ タルモ，筋肉ノ苧：的比較ノ測定ニハ Okulaトmikrometer ヲ使用スルコト、セリ。

III. 賓験成績

本質験成績ヲ討究スルニハ， 7象メ健常家兎ヲ封！！（~動物トシテ充分ナル知識ヲ漏養スルコトノ

必要ナルコトハ~~－ヲ侠タザル所ナルヲ以テ，健常家兎ノ腎孟筋肉ノ生理的欣態ヲ悉知シタ Jレ後

本質験＝移1レコト、セリ。尚之等ノ寅験成紅tヲー時＝記載スノレコトハ煩雑ニ流レルヲ以テ， 7キ

項＝亙ツテ記遁シタリ。

1. 健常家兎J腎孟筋肉＝就テ

針J!~~家兎ハ既i藍セル底ナルガ，之等ノ家兎ヨリ酷重ヲ 2.0Jtl;＝限定シタルモノ、ミヲ致死セシ

メタル後＝，雨側腎孟ノ筋肉及ビ同一1青孟ノ前後面＝於ケル筋肉ノ比較ヲナシテ健常腎孟ノ生

理的範閏ヲ究知セ ントス。向之レガ記載ニ際シテハ，腎孟ヲ括約筋部（括ト略ス），内部（内ト

略ス），中部（中ト略ス），外部（外ト略ス）ニ於テ観察シ，更ェ腎孟腔内ニ商スル部ヲ内商（内

l、｜略ス）トシ．資質側ヲ外商（外ト略ス）トナシ，内而ノ輪；I/（｝）方ヲR，外商ノ縦走筋ヲLト略記セ

リ。

以上ノ略記記載法ハ，以下ノJ.l<l晋ノ筋肉饗化＝於ケル場合＝モ亦f.f{f;用サルベキモノナルコト

ヲ阿4・Jス。
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第 1表 右腎／腎孟筋肉
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第 2 表 左腎ノ腎孟筋肉

家兎
髄 1Ji重

括寸内

面 後 面

外 括 内 中 タ卜

一
H
一7
T
M

－M
一

ω
一
一
＋

ω
一川

↑

申

ノ

一

一

一

，

t

l
k

コ
刊
A叫

2
l
i
d－則「
J
q
1
6
7
1｜
剖
｜
引
！
一

一
内
＝

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

一｛

一
L

古
叶
J
川
ィ
ペ
J
叶
ィ
叫
A
q
Aベ
ぷ
｜
刈
ィ
叶
一
刀

一
外
一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
i

司
判
」
つ
叫
d
ベ
J
川
J
q
J司
d
ベ
バ
ベ
d
ベ
4
ベ
J
4ー
コ
川
l

一内一一

0

1

1

1

1

1

1

2

1

1

一
U

U

J
一i
S｜
到
1
4
4
J
1
4
1
1
4
1
4
1
0
1
り
け
斗
叶

十
時
一
川
ー
い
山
口
い
い
わ
れ
一
山

一’
z

一
一
の
“
の
“
の
け
の
“
。
“
。
“
。
“
の
け
の
“
。
“
一
t
目、

↑

叶

円

一

一

一

の

“

「
I
l
l－一1111イ叶
lOA－－引
J
引
lぶ
i
d叶
1
4「
J引
l
利
J
I－－

一
一
二
土
刊
刊

4

刊

刊

刊

刊

刊

刊

一

山

一R
二

0

5

2

7

7

8

5

2

3

2

一抱

一
内
一

2
凡

4

a

z

a

3

4

4

4

一引

－
L
ニ

1
1
1
1
1
1削
副

lIlli－
－
uulili－
－

－

－

4

一
一
か
一
一
一
仏
＋
一
仏
一
一
一
一
一
川
一

コ
州
」
ゴ
川
川
河
内
川
l
川
ー
川
ー

σ
1
4
｜
α－
o
l
m
一万

一
勾
一

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

・

「
U
｜
一
コ
ー
っ
日
以
引

s

d

m

1

4

5

H

一一作一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一！

コ
ヨ
コ
q
d
l
Q
1
d｜
引
け
一
A
i
b
d
パ
J
刈
－

u

一内一一

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1

7

じ

「円一一
i
3
4
4
d
d
』
l
J
q
A
4
1
ゴ川

一
外
一
O
I
－
－

0

1

0

1

1

1

一｛

司川｜二
l
川
刈
｜
訓
！
ぶ
引
っ
川

J
T川
引
l
o
M

一
句
ニ

2

2

2

2

2

2

2

2

3

1

E

＝

：

l

一
vhυ

一一二
M

M

U

M

－

一

一

町

似

M

一
ω

訂引一一

1

4

ふ

J

2

ι

8

1

一
川
ー

一
一
一

d品
z

・

・

4
斗

A

S

生
一
－

一
内
二

4

一

一

ニ

QU
に）に
δFhO
りけ

w，d
Qリ
円

4

一

一瓦一一

7

6

ふ
向
。
札

0弘
1

0
弘一

一
一
一

0

0

0

3

8

5

3

1

一

一手勾ニ

2

0

0

H

1

2

0

2

一

一E
ニ

2

Z

2

1

2

2

Z

Z

↑

8
5
8
0
T
甲

8

3

8

一

4

8

7

8

9

0

1

一

1

1

1

1

1
』

1

A

1

1

0

4

0

L
山

一

呑盟主

左右爾腎キ孟ノ筋肉ヲ前後商二就テ比較対照スレパ次ノ表ノ如シ。

第 5表

I 右ず腎孟筋肉（司i均位） ｜ ｜ 左 腎腎 孟筋 肉（ 平均 値）

｜括｜内｜中 i 外｜｜括｜内｜中｜外

土CR>j外岬（町｜外川町｜今（L~~曹可」＝；~1辺町）芯肝ii~
前面 I3.841 o.5 I 2.421 1.0311.641 o.；，内川Io.osj－前面 I4.JGj川 I '.l.;Gj 而··i~石~4



i＇，＇.輪尿符ノ illI過附得ニ際シテノ腎孟投ピヱ倫尿＇ i'i＇ノ筋肉雛化ニ就テ 1!l 

ガム｜より（心。｜ふ｜ふ｜山，1O~l~：：1 ふI~~~ 心同~ 0~6 
．‘ 第 4 表

腎孟前面筋肉 腎孟後商筋肉

ート仁」仁ト竺－1 1－仁｜－仁1~1~
内（R）＼外（L）＼内（RJI外（L）＼内（R）＼外（川内（R）＼外CLJI ｜内（R川（LJI内 R）外（LJI内（R)I外（川州R)I外（L)

右前面I3.841 o.5 I 2.421 1.田11.641o判。バ 0.08

奇す問八 IvI八｜八 I・ v I v I v I、II喜？登l八Ivi八｜八｜八｜ヘ｜八｜八
般 Io.3~ ］川 Io.叫 0.06¥0.却 1o.o4¥ 0.111 0.041較 Io.叫 0.0910.悶 0.1910.321 0.倒 0.06j0. 0 1 

左前菌I4.16 i o.35 f 2.561 i.onl 1.441 o.54¥ o.75j o.件後面I4.州0.2212.何1.1411.判0.5710.吋0.10

健常腎ノ腎孟筋肉ノ統計表ヲ通覧スルニ，左右雨腎共＝内愉欣筋ノ千子在ガ比較的ニ多キー反

シ，外縦走筋ハ甚ダ砂シ。殊＝括約筋部＝於ケル内輪状筋ノ護達ハ最モ顕著ナルニ反シ該部ノ

外縦走筋ノ護建ハ最モ貧弱ナリ。之レヲ簡車＝筋肉護産ノ強キII闘ニ列記スレパ，内輪欣筋ハ括

約筋部一内部一中部一外部トナリ，外縦走筋ハ内部一中部－￥，醜守筋部ノ！｜国序トナル。而モ一般

ニ腎孟ノ外部ニ於テハ内輪欣筋ノミニシテ，外縦走筋ハ之ヲ認、メ得ザルモノナリ。向左右ノ雨

腎々孟ノ筋肉ヲ前後商＝就テ比較針照スレパ（上表），右腎ニ於テハ前面ガ後而ヨリモ，叉左l背

ニ於テハ後両ガ前回ヨリモ梢強キ筋肉ノ存在ヲ認、メシム。更ニ右前面ハ左前面ヨリモ，左後而

ハ右後両ヨリモ強キ事ヲ知リ得ルモノナリ。然レ共之等ノ差異ハ極メテ僅少ナJレガ嬬メニ，

般ニハ差異ナキモノト過l視シテ差支へナキ程度ナリト思考ス。

2. 茸験例及ビ其J一般組織畢的所見

第 I週目 J所見：検尿管ノ上部閉塞ノ場合家兎番競 Nr.286, Nr. 2880 

検尿管ノ中部閉塞ノ；場合家兎番毅 Nr.298, Nr. 323。

検尿管ノ下部閉塞ノ場合家兎番続出.307, Nr. 308, Nr. 734。

左腎ノ月rr見，一般＝共遜セル所見トシテ認lメラレルモノハ'7f,血＝シテ，羽I治；＝強ク之ヲ認メシメ，特＝髄質

部＝於テ瓢著ナ H倫叉細尿管／被張ガ著 i/lJ' ，！毛ノ｝内容ノ、県富デアル。腎小量豊＝於テハ著書華ヲ認、メザルモ，

Nr.307及ピNr.7:14ノ例ユ在リテノ、，充血ヲ認メシム0Nr.286及ピNr.288ノ2例＝於テ，主管ノ報度ナル萎縮細

書聖ヲ認メシム。概シテ血管Zノ周悶ヱハ結締級ノ婚生ガ著シク，他方＝於テノ、腎孟粘膜ノ！墜縮局卒ガ認メラル。

右腎ノ月rr見；一般＝髄質部ノ充血ヲ認メシメ，細尿管＝於テハ極度ナル繍張ヲ是シ，硝子様物質ヲ森レルモ

ノア F。
第 2週目 J所見：織尿管ノ上部f¥'l塞ノ場合家兎番競 Nr.314, Nr. 315。

輸尿管ノ中部f!H塞ノ；場合家兎番披 Nr.321, Nr. 322, Nr. 3250 

輪尿管ノ下部f~fl塞ノ場合家兎番披 Nr. 804, Nr. 310, Nr. 7360 

ft腎ノ所見，一般＝ '1C血ハ認メラレズ， f品•Jll ツ腎小償ユモ '7f,血ノ、認、メラレザルモ， Nr. 315.2えピNr.321＝於

テハポーマン氏選ノJIB厚が著L.9]ュ認、メラル。主符ノ、概シテ萎縮細鐙＝陥レルモノ多ク，殊＝Nr.314及ピ Nr.

31.）ユ著I珂ナリ。細尿管ノ、，償責ユ fE＇レモノハ主トシテ萎縮＝陥リ，皮質＝在ルモノノ、続張ヲl包セルモノ多ク
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鍛彊セル細尿管内ヱノ、初子様物質7芥ル、モノ多シ。間質紡紡織ノ格生ノ、主トシテ細胞性ノモノーシテ，皮質

部及ヒ‘萎縮セル主'i'i;／周悶＝於テ特エ願者：ナルモノアリ。皮質部＝ノ、騒度ナル図形細胞ノ浸潤ヲ認、メ シム。

右腎ノ所見，一般＝髄質部ヲ中心トスル資質金鶴＝！極度ナル充血ヲ認ムルモ，其ノ他＝於テ著愛ナ シ。

第5退目 J所見： q除 lぷ'i'i；ノ 七部！羽~ノ場合 議定兎番放 Nr. 312, Nr. 3130 

総'1!t'i'iニノ 中苦f>閉塞ノ；場合家兎番放 Nr. 299, Nr. 300。

犠尿管ノ下部閉塞ノ場合家兎番披 Nr.:rnD, Nr. 34!1。

左腎ノ所見； Nr.::4fl＝－於テ．比較的強度ナル充血ヲ認メダル外，一般＝ノ、著明ナル充血ヲ認ムルヨト能ノ、

ズ。腎小般ノ、英膜下ノ皮質ノ表居＝於ケルモノ＝萎縮シダルモノ ヲ ~＇｛！. メシメ，叉ボー.... ：／氏泌ノ 肥J•fJ!J至ノ、安

陛ノ被援シタルモノヲ辺、メタルモ，特＝織尿管 ノ上部閉塞 ノ場合＝jj守テ著fjfjナルモノ、如シ。主管ノ、萎ill細，童書

シ其ノ；篠ノ、萎縮＃k態トナリテ，核ノ：集l喝扶ヲ曇スルモノ多シ。細尿管＝於テハ，著明ナル微量張ヲ呈スルモノト

萎縮ニ陥レルモノト在リ。一般＝著明ナル紡紡織ノ宿生ガ話術漫性＝糊ヲレ，F手孟ノ筋肉下ノ結締織モ亦可成リ

ノ晴生 7示セリ。叉間質内＝ノ、小岡形細胞ノ浸i問ガ著明＝認メラル、部アリ。 全例ヲ通ジテ，腎孟ノ筋肉ノ、

若シク肥大シ，其ノ；核モ亦強度＝膨大セルヲ認、メシム。腎孟ノ制限ノ、Nr.;:p；＝.於テ一部損傷セルヲ認ムルノ

ミ＝シテ， f也ノモノ＝於テハ一般ニ若シタ膝縮局卒ト ナレ リ。

右腎ノ［Yf見；髄質音fl＝於F所hz鰹度ナル充血7；忽メシメ， f些少例＝於テノ、爽II史下皮質ノ総包；怯ノ萎縮セ

ルモノト納尿待ノ鎖~7曇セルモノトヲ認メタリ。 織強セル細尿管内ニノ、硝子様物質ヲ容ル、モノモ少例ア

9 ，又Nr.312,Nr.313.＆ビNr却 0＝於テハ，主二三三氏獲ノ極度ナルJI巴厚ト泌魅ノ4密度ナル被援7；忍メタ リ。

第 4週目 J所見：検尿作 ノ上部閉塞 ノ場合 系兎番続 Nr. 281, Nr. 284, Nr. 3110 

輸尿管ノ中部f!fJ塞ノ場合家兎番競 Nr.'.l!J;J, Nr.・：mil, Nr. 297。

輪尿＇i'i＇ノ下部閉塞ノ場合 家兎番鋭 l'¥r.301, Nr. 7~:-10 

左腎ノ所見；髄質内ニノ、充血ヲ認、ムルコト能ノ、ズ。 腎臓ノ、線鶴ト シテ核＝？言メル御アリ。背ノj、世＝於テノ、，

主三ヱ三氏災ノIJ巴厚 ト’：＆盟主ノ摘kトガ認メラ ル。 主管ノ、主 トシテヨ喜納細主主＝陥リ，細尿管＝於テノ、少数ノ、髄

度ナル萎筋＝一部ノ、栃1（~7墨セルモノ多シ。 紡締紋ノ；脅生ノ、漏漫性＝惹起シテ，腎孟下＝波及川他方＝於

テノ、岡形納11包ノ浸j問カ・著明＝J；｛！.メラ ル。之等ノ努イレ、総店＜＇i'i；’ ノ上部閉塞 ノ場合＝於テ特＝著明ナルモ， q議尿

'i'i' ／中部fl／］塞ノ場合Nr.2962えビNr.::01ュ於テモ比較的強キモノアリ。 ＇ilf孟ノ筋肉ハ強度＝肥大シテ，其ノ絞モ

亦膨大セリ。腎孟ノ収ill突ノ、各部＝友ツテ者シクm司王サレタルノ~ヲ曇シ，其ノ高サヲ減ジ， おメ ＝納胞核ノ、

基底＝脹卒セラ レタルノ1観アリ。

右腎ノ所見；髄質ノ一部及ピ繰越HI豊ノ；或モノ＝於テ惚度ナル充血ヲ認メタル外，著鐙ヲ認、メズ。

第 5週目 J所見： 'iii'i品Ui号ノ上部f![j＇.；＼ぷ／ ；場合 家兎番放 Nr.282, Nr. 2品；：， Nr. 285。

申告尿管ノ 中部閉塞 ノ場合 家兎番号虎 Nr. 177, Nr. ~＼12, Nr. 2¥130 

倫尿管ノ下部閉店／場合 家兎番披 Nr.299, Nr. 260, Nr. 306。

左i汗ノ所見 i全例ヲ遜ジテ若げjナル後イヒノ、強度ナル結締級ノ帯猟＝シテ， 腎孟筋肉下＝於テモ百I成リ認 メ

ラル。腎小~＝於テノ、， Nr.293.＆ピNr.260 ＝於テ数ノ減少ヲ認ムルモ， 概シテ従ノ .，.等皮ノnei厚ヲ呈スル外

ミ苦境ナ シ。 ごl:'i'i＇ノ、萎縮細努＝陥リ，核ノ索 Mk物トシテ認メ ラル、所見アリ。納尿管ノ披強セルモノ ノ、・HI・,:;:.-=

多量ユシテ， 一方之等／ ,,, ＝混入シテ萎縮セル納尿ゲi＇ヲ訟メ シムルモノアリ。結締級ノ1曾生2土ピ図形細胞ノ

浸潤ノ、著明ニシテ．殊.＝.Nr.2931*.ピNr.260.＝.於テW!ll.ラル、 セノ ＝シテ，綜盤強ノ著I.if］ナル減数 ヲ訟メタ H。

線ベテノ例＝於テ腎孟ノ筋肉ノ、著l別ナル）肥大ヲ示 シ， ；後ノ、強ク膨大セリ。而モ検尿管ノ上告~閉塞ノ場合z於

ケルNr.2S:l, Nr.'.lS，；及ピNr.28;j＝於テノ、核ノi時数乃至ハ萎縮ヲ認、メダ リ。

右腎ノ所見；Nr.283及 ビ‘Nr.L!83＝－於テ髄質／一部＝充血ヲ認メタル外著費量ヲ認メズ。

第 7 週目 J所見：，，議尿管ノ上部PH~ ノ；場合 家兎番銃 Nr. 249, Nr. 266, Nr. 267 0 

n職以管ノ lj•部閉塞ノ場合 ぷ兎番紘 Nr. 237, Nr. 240。

輸尿管ノ下；＇；｛；（羽塞／場合家兎番銑 Nr.226, Nr. 228, Nr. 2300 
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左腎ノ所見； Nr.24!.J及ピNr.267＝於テノ、3 腎小掛ノ萎縮/lJ.l接＝傾ケルモノアリテ其ノ減数7，；；~.メタり。 絢i

尿管ニ於テへ極度ナル萎緋i或ノ、扱猿7示セルモノ比較的多シ。而シテ該細尿管内＝ノ、，m子様物質又ノ、少量

ノ頼粒飲物質ヲ貯アルモノアリ。一般＝結締織ノ噌＇ t殊＝繊維性格航ガ顕著ニシテ，就1j1J't質内ニ於テ強度ナ

リ。又腎孟内＝於テノ、 rjJ~芋度ノ繊維性格殖ヲ認、メシム。 Nr.267及ピNr.226 ノ如キノ、，紙毛主骨豊，鎖張セ，，，細尿管

及ピ血管i＇ノイ也ノ、殆ンド腎孟筋肉下＝迄波及セル結締織＝披リテ ii'.＇換セラレダルノ翻ヲ呈ス。 腎孟ノ筋肉ハ粉

々減:hl：：セルカノ J翻アリテ，特＝輪以管ノ上部閉塞ノ場合＝槻終セラレ，其ノ核ノ減少ト萎縮トヲ認メシメタリ。

右腎ノ所見；；者獲ナシ。

第10週目 J所見：総尿管／上部fU1塞ノ；場合家兎番披 Nr.196, Nr. 250。

験尿管ノ中部閉塞ノi場合家兎番銃 Nr.l!J4, Nr. l!J50 

輪尿符ノ下部閉塞ノ場合家兎番披 Nr.182, Nr. 188, Nr. 2250 

左腎ノ所見；腎小般ノ、萎縮崩接セルモノ多ク其ノ；数ヲ i減 ;z.,•。 而シテ総選般ト中日接シテd、メラル。ボーマン

氏’必＝テノ、一般＝肥厚著シク， IN:ノ抜大叉甚シ。細尿：i"i＇＝テノ、Wi張セルモノ愈々減少ス。 髄質＝於テノ、導管

ノ萎縮ヲ著明＝認メシメ，日ツ其ノ：数モ亦減少セリo ~例ヲ沼ジテ著明ナル獲化トシテ認、メラル、モノハ強

度ナル結締織ノ婚生＝シテ，恰モ峰筒JI. .＼：ヲ墨ス。 腎孟ノ:fli膜ノ、一般ニ膝縮セラレテ局卒トナリ，其ノ核ノ、1ι

底＝座迫セラル。筋ノi納陀核ノ、萎縮，減少セルモノ多タ，之等ノ諸第イレ、 Nr.l!J4, Nr.195及ピ Nr.188 ＝於

テハ比較的経度ナリ。

右腎ノ所見；著書聖ヲ必メズ。

第15週目 J所見：総以作ノ上部閉塞ノ場合系兎番披 Nr.241, Nr. 2430 

n制＇l<Ji'i＇ノ中部閉塞ノ場合家兎番銃 Nr. JG~ ， Nr. 2830 

輪尿作ノ下部閉塞ノ場合家兎番披 Nr.223, Nr. 224。

左腎ノ所見；腎小股＝於テハボーマン氏’：＆ノ 11巴）＇／ 7呈セルモノ多ク， 口ツ其ノ数ヲ減ズルノミ十ラズ表！音

二相隣接シテ認メラル。細尿wノ披張セルモノ愈々減少ス。倣質部＝於テノ、主トシテ結布尚王ノミガ認メラレ，

唯少数ノ萎縮セル導管ト其／痕跡トガ認メラノレ。 一般ニ腎資質ノ萎縮甚シク結締織 ／i貯生方顕著＝シテ，就

中腎孟筋肉下＝迄波及セル結締織／靖生ノ、，主＝繊維性事li締級＝シテ其婚生強ク， 同時ュ岡形細胞ノ浸潤モ

亦著明ナリ。

右腎／所見；著努ナシJ
第20週目 J所見：総尿管ノ上部／1J塞ノi場合家兎番競 Nr.108, Nr. 114, Nr. 120。

総尿管ノ，，，部l幻，；~ノ場合家兎番銃 Nr. 178, Nr. l!J2。

検尿作ノ下部閉塞ノ場合家兎番銃 Nr. l叫， Nr. 187, Nr. l81l0 

左腎ノ所見；腎資質ハ大部分＝於テ繊維性結締級化セラレp腎孟筋肉下及ピ粘膜下ニモ波及シテヰ1ct者l!Jjナ

ルモノアリ。腎小関ノ、概シテ減少シ，ボーマン氏説ノ、／j巴厚ヲ認メシム。 殊ニNr.108ニ於テハ此ノ！鑓化方、者切j

＝認メラレ，腎小掛ノ、表！否＝於テ2-3列トナリテ配列シ，而モ萎縮ニ附レリ。細尿管ノ綴張ジ担ルモノノ、株少

数トナリ， 1•Yi －＝皮髄爾質ノ鈍界部＝認メシムルノミナ H 。 擬張シ 9Jレ細尿管内＝ノ、硝子様物質ヲヂール。以一I・.

ノ諸餐イヒノ、験尿管ノJ－.部閉7；巳ノ場合＝於テ最モ瓢著＝シテ，特ニ Nr.108ノ如キハくで然結締純化セラレ，腎孟ノ

筋肉モ強ク浸戸~！セラレテ，之レト；在換セラレダル所見ヲ墨ス。

右腎ノ所見，著書聖ヲ認メズ。

第25週目 JJ所見：輪以作ノ J－.部閉塞ノ場合家兎番披 Nr.87, Nr. 165。

検尿？？ノ中部JU1裳ノ場合家兎番披 Nr.134, Nr. 136, Nr. 150。

検尿管ノ下部閉塞ノ；場合家兎番披 Nr.82, Nr. 1860 

左腎ノ所見； h＇質ノ、会般ニ 2王ツテ会ク繊維性紡締織化セラレ， 粘膜下及ピ腎孟下結締織モ'Jl'~.lfr生願者ナル

モノアリ。 腎小般ノ、著シタ減少シ，表府ニ於テ数列ニ配列シテ，多クハ萎縮こ陥れ種々ナル形ヲナシテl'Cl

ナル小塊トシテ遺残セラル。 細尿管ノ繍張シタルモノ極メテ少久中二ノ、頼粒扶物質ヲ作，，，。而モ多数ノ核

ノ；集問或ノ、貫性索軟ヲナシテ‘物荷主セル幸吉締織繊維内＝包i虫セラレ居ルノ j観ヲ是ス。之~:r；：： ノ諸費fヒノ、殊ニ Nr.



2~ 日 本 外 科 冗 函 告 書 1白巻第 1 銃

82 ＝－於テ著明ナリ。倫本質験例ニ於テノ、， 腎孟粘膜ノ座縮セラレテ扇平トナレル程度ガ粕減退シダル板ヲ呈

シ， Nr.87, Nr.165及ピ Nr.134＝－於テノ、却ツテ第20週目ユ於ケル所見ニ比シテ紡IJ英ノ高サヲ与すセルモノ、期l

シ。 Nr.87,Nr.134；＆ピNr.82ニ於テハ貨質特＝皮質ニ図形細胞ノ浸i悶着シキモノアリ。

右腎ノ所見，ヨ奇襲ヲ認メズ。

第3（）週目 J所見．聡尿管ノ l部！羽空路ノ場合 通乙兎者Hilt Nr. 164, Nr. 167, Nr. 200。

~磁尿管ノ rJJ調印j塞ノ場合 翼民兎呑披 Nr. 14:l, Nr. 230。

輸尿管ノ下部閉塞ノ場合家兎番銃 Nr.101, Nr. 127 0 

左腎所見；腎1'l'.質ノ、一般ニ結締織化セラレ核ノ、県富ナノし責nP'l/iJiラル、モ籾胞＝乏シク， 繊維性結締綴ノ靖

生瓢著ナリ。就中Nr.164及ピNr.200＝－於テハ該鐙化ガ最モ者：シク認、メラレ， Nr.101＝－於テノ、比較的鰹彼十リ。

腎小館モ疎＝認メラレ，共ノ数ヲ減ジ，表府＝相近接シテ街在スルヲ認メシム。 主管及ピ導管ノ、痕跡スラ止

ムルモノナシ，唯Nr.101ニ：（Eリテノ、細尿管特＝集合管＝管陛ヲ訟メシム。 其イ也細尿管ノ被援ヲ曇スルモノ砂

タ， 搬張セルモノ f［リテモ其ノ I二皮細胞内局卒トナリ，其ノ内部＝等質性物質fl年＝類股上皮細胞7i昆f[7-。

腎孟ノ粘膜ノ、各部＝互ツテ其ノ首iサヲ智力日シタルノ概アリテ， 細胞核ノ、基底部ニd’E積スルノ所見ヲ認メシメ

殊 ＝－Nr.200及ピNr.I必＝於テハ著ljfJナリ。他方腎孟ノ粘膜下＝於テハp 資質ニ於ケル結締織Jf19ili／彩響 7·~＇｛

リテ．此ノ部ノ筋肉内＝モ位入シ来リ，＇ I'パ筋肉ガ結締織ト置換セラレ？ J！.－部 7認メシム。

右腎所見；著獲ヲ認、メザレドモ， Nr.167及ぜNr.127＝－於テハ1J1等度ノ図形細胞浸潤ヲ認メタリ。

第40週目 J 所見：輪IA'-1~＇ ノ上部閉塞ノ；場合家兎番披 Nr. 117, Nr. 185。

輪尿管ノ中部閉塞ノ場合家兎番披 Nr.140, Nr. 183。

輪尿管ノ下部閉塞ノ場合家兎番披 Nr.GO, Nr. 29。

左腎所見；腎資質ハ殆ンド萎縮消失シテ大宇ノ資質性々分ヲ火ヒ， 強度ナル結締級繊維ノ物生費化ヲ認メ

シム。 腎小般ノ、若シク減少シテ，比較的厚キ資質部ノ表府＝於テ羽！近接シテ配亨l]v，ボーマ y氏主主ノ周悶 z

J、結締級ノ智生移シ。 技法ノ I：皮細胞ノ、強ク麟卒セラレテ，内陸ノ、殆ンド依除シ，他方＝於テノ、残存セル綜

也被モ萎縮シテ，袋壁ト血作蹄係トノ、ー塊トナリテ認メラル、モノ多シ。 11'1.シ血管蹄係＝ハ著書聖ヲ認メザル

ヲ常トシ，合血一：1］：ノ、一般 ＝－Hi少ナリ。 剤ni,i<.'i干ノ、殆ンド其ノ原形ヲ止ムルモノ砂ク，索朕ヲナスモノ；或ノ、所キ

＝散1£ シテ痕跡ノミヲ止ムルモノ：等アリ。 f悶々納尿位二腔ノ；阪大セルモノヲ訟メシムルモ，其ノ管l体ノ、狭クナ

レリ，其ノ ljJ＝等質性物質乃至ノ、石町子様物質ヲ，時＝ノ、 hi/lf~性1－.皮細胞ヲず~｝！.－ 。 I二記ノ諸携イヒノ、~磁尿管ノ上部

lt-J塞ノ；場合ト職尿'l'i'''';'\f,J~Jソドノ場合＝於ケルNr.140 ＝於テ特＝著明＝之ヲ認ムルモノニシテ？ 下部l~＇l本ノ場

合＝於テノ、比較的軽度十九 腎孟：／＇／ill実下及ピ筋肉下車古締織ノ繊維性格~t~、練メテ著l!fj ＝シテ，筋肉内＝モ侵

入シテ之レト世換セラレタルノ槻ア H。 此ノ！廃イレ、検尿管ノ J：部fl！塞ノ；場合＝於テ最モ願者ナリ 0 3(.Nr.185 

及ピNr.50＝－於テノ、腎孟粘膜ノr：：；サヲ帯加セル所見ヲ認、メタリ。

右腎JiJr見； Nr.185＝－於テ皮髄雨質ノ抗界都ニ図形細胞ノ殺i問ヲ， Nr.2~J ヱ於テ腎孟粘膜＝著明ナルl肥！学ヲ認

メダル外務第ヲ訟メズ。

3, 腎孟J筋肉霊化記録

左側ノ輪反省i＇ヲ」：／・，北 中部／えピF部ニ於テ急性ニ完壬閉来シ，，，t,¥'.）出セラレタル水 l背＝就テ

Okular-mikrometerヲ以テ位側腎並ビニ術側腎ノl青瓦筋肉ヲ測定シ， 的テ以テ筋肉ノ 11~的差異

ヲ比較事j・J!(tシタル統計表ヲ示セメ二欠ノ如シ。

（附記） 括約筋官官ハ輸尿管部ノ記載＝際シテ~ブペキ内ナルモ，腎！繊ノ内而境化ノ｜際＝記述

シタルヲ以テ腎孟筋肉ノ部ニ於テ述ベタリ。

腎孟ノ筋肉ヲ間然シタル家兎エ於ケル雨側腎ノ主量ニ就イテ
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川

一

一

一

叫

A ：一一一

其ノ 1

家 兎

第 6表 上部閉塞ノ場合

右腎ノ腎孟筋肉 左 腎 ノ 腎 孟 筋 肉

\,;I山I~合！日石川外！ ~；.，~i-,;-1合同
第 1迦I_;J ::;/ 0~1 ~：：／ ~：＿：／：判：：： I ~JJLI_ ~：~ I ~：~ I ~：： I :::J ~：：！ ~：~／ ~：： 
第 2迦 1::tr~~· :11 :::i-::1 ::1 ::i ~：rr r:: 1 tH ；~ ；~ ：~ ::1 ；以
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第3池 I~~~ I；：；「；i~：：j ：；司~~：： I 中； I ~：~ I ：：~ I・ ~：：＼ :::j ~：！I ~ 
第4迦 I：~~ I :::! ~：：I ~：：［ ~：~＼ ~：~！日；； I o~＼ ~~：~ I ~：~ i 1~：~ I !:!I ：： ~I ~：~［ ：： ~I ~：~ …I ~~！ I ；可：~i~：1 :: I 。北 JTI；~::: ~：1 ::[ :: 

; , " I ：~ I ~~ ~ ：：：同I：~ ~I ：~j:: I ：~1 ；：：戸川q~
第川；：： ！：：円；：；I~： ~I ~： ~I ~·：［ ~：： I ~1 ~~~－， fJ ~：・~－－ ：___ ;_ ::1~！＿； 
第叫；；； l ；；片山山：日：；山~I*I ·~· ::1 ::u~ ~ 
土［一一；；；・ t ！： ~ 1 o~i ~： ~I ~： ~i ~： ：： ~： ~I ~：~ I 0~1 1~：~ I ~： ： ! ；~抑止日
第一：ドJドr：－~1 ~：~！とI : :I ~： f ·~ ~； I :: I :: I ~： ~：：山ι
第0刊誌 ！：；！：れ：1~：~I ::iJITo~，＇ :::I :: I :: I ::, ;'.i ::1 ： ~ :: 
司王：｜川

（設） 内ノ、内輪l!た筋，外ノ、タト縦走筋，＋，ーノ、筋肉ノ存花有無，Vノ、計測不可十 リシモノ，以下之レニ準ズ。

其ノ 2 第 7表 中部閉塞ノ；場合

家兎｜ 右符ノ腎孟筋肉 ｜ 左腎ノ腎孟筋肉

遡｜ ｜ 括 ｜ 内 ｜二~， I 外｜括 ｜内lq1 I 外
一一番銃 ｜ 内 ｜ 外 l~EI~EJ~-r~＿，－－ 内 ；－；－ 1 内Tん｜ 内 i 外

王子三 ：； I~5 D~山白山川三：1Il r: ,1;j川：：；そ
第 2辿 Is21 I 3.7 I土 I2.21 o.円1.510.51 0.8 I 0.21 11.S i 0.6 I 9.1 I 2.:;I 5.11 j 

I 325 I 3.ti ! 0.3 I 2.5J I.OJ 1.4J 0.4J 0. 7 I -I I 0.り！1.0 I fU i 2.51 .'i.:: 1.2 2.::i: 0.昌

子I~I；；：長If:h} ＇.~~：i ~1 ：~ ：：：「f,:-:"fr：~I ::1両日
一一泊；2!J:J 4.U :+O. 7 2.::1 0.!l! 1.6, 0.4l 0.9卜｜川〔F1~q- j五I4~T子日si- o.7

; ~！ J 7 i 3.8 ＇十ヤ 2.01 1~＿21＿：~1~ 0竺竺~°l.2_'.l ! 7. '2 i 4.れ!li2.l 2.0; 0.6 

第拙 i ~~： • ~： 7 I 0.5 2. JJ 0. !JI I.:l! O.~ I 0. 7卜ID.7 . 1.日正：3:T！；ムjl.8T石
ては三川 0.71 l.li 川 o.9I 0.11 .. ~日 O. •) 6.5 :1.1) :1.81 3.01 2.11 0.6 

第 7辿 I281 4.o 1 0.1 3.引O.!JI2.81 0.;)• u ！り：：1rn.o 1 1.4 . io .• ) 1 3.a f>・l 2 51 s I 

1 山 i3.川 o.3i 2.41 o.1j i.4j o.:sj o.s I -I日 2I 0.4 I 9. L : 3.0 4 I；しI2:;1 ~ 
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瓦ト~~「：口問日nnPu~：：；1山~：：~~~：
創刊；；：I!:: I ~：~ I ：： ~I ~~：~I ~：： I ~：： I =I ~：：： I ~：~ I ：：~ I ~： ~1 :::j ~：： j ：： ~I ~：： ' 
…：；；I ：：~ I ~51 :::J ~： ~I ~：： I ~：：I ~：： I 0~1 ~~：~ I ~：~ I ::! I :::I ：：~I ~： ~I ~：： J ~：： 
第一 ~：~ I ：：~ I :41 ~： ~I ~： ~I ：山I ~：~ I 0~l ~~：~ I ~：~ I ::: I ：： ~I :::I ~：： I ~：~ど
…；：I :: I :: I ::1 ::1 ::1 ~ :: Iぷ｜：：：：｜：；｜日：；！日主
的 I ~：~ I !:: I：丸山I~： ~I ~：： I ~：~ Iオ；；I~：~ I ！：~ I ~： ~I ：：トゴ：；l り

週 I::l~~I~ ~r?I~~#.f：~r~ 
~ 1 ~ I ~~： I_ ::: I ~：： I_ ::: I ~： ~i ~： ~I ~：：I ~： ~I =I ~：~ I ~：~ i ::: i ~： ~l ~：： i ~：~； ~：：／ ~：~ 
問 I~~~ I ::: I ~51 ~：~ I ~：r Ef ~：f ~：：IιI ：：~ : ~：~ ! ：：~ ~：~： ~：~， ~：：！ ~：~！ ~：： 
一1 ＿~r§1 副九日：：：~川：U I H I :: I ::1 ::1 ~：！ :;1 ：~ 
叫~： I ：·~T ~：： I：：市川口；；i 0~： ~：：~－／ ~：~ I ::: I ：： ~I ：： ~i ~： ~I ~：： 1 ~：： 
~ 1--';: I :: I ~~· 1 ごIfii ;:1 ::1 ：~~l1E1t~1 ~I~~ ；~ ~i 
第叩；：lI~ i ~31 :! I ，~：1 ::1 ::1 ::1叩：；J~：~lI~：~ ll~I ~： ~I ~： ~I :::I 0~ 
叫：；；~L ：：~l-;.j I ~：： ! ~t ~：： i I~I ~： ~I ~：： 1 ~~：： I ~~ I ~：： I ！：~＼－－：J ：： ~I ~：：J ~：~ 
叫；；i::J _:: I_:: I ；~ ::1 ::I ~I ~11 ::: I ~~ I ~T ：~：1 ：判：：；
鰐0~l ~－~I ：~： 1 ~：： I ~：： l~：~／ ~： ~1~·~1 －－~~1 －－~：：1 ~：：~Iヴl ~： j ~~＇ :: ;;I ~：I ~： 
一 l：~I ：：~ I ~：：］ ：：~ I ~： ~I ：： ~1 °~－~1 ~：f~~l－~~~l ~：~J ~：~ I ：： ~I ：： ~1 ~：：I ：：~＼ ~：： 
仇 I~：T ：：~ I ~：n ：：~ I ~：~＼－－~l~：！ I ~：：I 0~1 ~~：：－ 1 ~：； I-::n ~：~I ：： ~I 1~！司令

－、
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B ：一一

第 9表 術側腎孟ノ内輪欺筋，外縦走筋ト健側腎ノソレ＝'t.J-スル噌刈l倍数記録

第 1週

第 2週

告書 3週

第 4週

第 5迦

告書 7遡

告書10週

第15週

第20週

告書25週

第30週

第40迦

上部閉塞ノ場合

指 l内｜中｜
5

2

5

0

6

0

4

6

0

0

5

4

 

．
．
．
．
．
．
．
．
 

。a
q

o

n
崎

z

a晶

z

q

d

d

告。。。“。
h
H
O
U

可
i

市
ム

第 1週 l十 2.5I 2.0 
第 2週 I+ 2.6 I 3.o 
第 3遡 I+ + I 3.8 

第 4遡 I(5.0) I 4.3 
第 5迦 I< 4.3) I 4.4 
第 7迦 I(3.2) I 4.2 
第10週 I+ 3.o I 3.8 
第15週｜（日OJI 2.6 
第20週 I+ 1.4 I 2.6 
第25週 I(I.2) I 2.4 
第30週 I(1.9) I 1.8 
告書40週 I + 1.3 I 2.1 

3.2 I 2.2 

3.8 I 3.3 

3.5 I 3.5 

3.7 I 2.9 

3.0 I 2.4 

2.9 I 2.9 
。え
~ーリ

3.0 

2.4 

2.1 

1.8 

1.3 

2.3 

2.4 

2.0 

1.4 

1.4 

1.5 

指外

中部閉塞ノ；場合

内「ι7
2.6 

3.5 

3.2 

3.7 

2.9 

2.3 

2.4 

3.0 

3.5 

4.7 

3.9 

4.0 

3.2 

3.7 

3.8 

3.3 

2.9 

3.4 

2.1 I 3.3 I '2.7 I 2.2 
の 0 I 9 'l I の に i の o
uυ1  ...＞.~ I ..：.，，，υ ｝ ρ .. , 

2.2 I 2.4 I 2.3 I 2.1 

1.6 I 2.4 I 2.2 I 2.0 

1.5 I 2.2 I 2.0 I I.7 

1.5 I 1.8 I 1.5 I 1.6 

0.7 ! 2.0 + 
（＋） 3.6 

3.2 

2.0 + 
3.9 11.0 + 

4.0 + 
2.8 (1.3) 

2.2 I 1.3ー

1.6 

1.551 u + 
1.35 

+ 3.0 
+ 3.3 I 2.5 

2.0 I v 1.4 I s.2 
4.1 

+ 2.6 I s.o 

十 2.5I 3.6 
(3.2) 

十 1.1

k
u
n
v
Aり

のh
u
o
n
M

のhu

。。、
l

，，、，
J

1

3

1

 

。“。“

＋

（

（

 

(3.5) 

(1.7) 

1.85 I 1.8 

4.:: 

3.5 

3.1 

2.1 

2.9 

2.8 

2.75 

2.7 

2.9 

1
＋

品

川

1

5
け
い

噌－nhυ 。“
3.6 

4.5 

4.7 I 5.o + 
4.0 I 1.7 V 

(1.7) 3.0 

3.δ ＋＋ 

2.2 

3.7 

2白7

2.5 

2.4 

3.0 

2.5 

2.1 

2.2 

1.8 

1.8 

1.1 

のゆ I "" 
M “ l “U 

2.5 I 2.5 

3.15 I 2.9 

3.7 I 3.1 

4.6 I 3.1> 

4.1 I 3.6 

o
o
a告
内

4
0
6
k
d
n
o

－

－

－

－

－

 

vi
のh
M

のh
M

n

o

。d
τ
u

8

2

4

3

2

0

 

L

Z

Z

Z

＆

＆

 

2.2 I 2.5 + 
2.0 I 1.5 + 

::i I ::: I ::: I ::: 

:: 1 :: I :: _1 :; 

。。
““ 

2.0 

(1.9) I I.85 I 2.251 c十）
2.8 I 1.5 + 
3.1 I c十）
4.4 I 2.7 十

4.6 I 2.0 + 
4.3 I 5.0 -

3.3 I (I.7) 

3.9 I < +) 

日付｜ (3.6) 

3.2 I 3.o V 
3.o I 2.5 V 
2.2 I 2.0 + 

（註） l) 上段ノ、内輪扶筋，下段ノ、外縦走筋。 2) 外縦走筋ノ記載＝設ツテ括約筋部及ピ外部品於

テノ、右腎孟＝ノ、存｛Eセザルモノ多シ，銭メ＝比較帯主JJnf；古・数ヲ求メ符ザリシモノへ唯（＋）

トノミ記載セ P。

(2.0) 

+ 2.4 I 2.6 

(2.8) I 3.o 
(3.5) I 4.0 

十 4.0I s.1 
+ 3.3 I 4.5 

十 2.6I 4.7 

(3.7) I 4.3 

＼ノ 4.oI 3.o 
(2.2) I 3.o 
(2.2) I 2.6 

+ 2.5 I 2.4 

IV. 所見概括並ビ＝其J考按

絞上ノ貫験成結ヲ基礎トシテ，輸尿管ガ完全＝閉塞サレタル揚合ノ腎臓ノ組織感的所見ノ｜統

括的｛視察ヲ試し就中腎孟ノ筋肉むき化＝劉・スル徹底的ノ探索攻究ヲナシ，之レ＝針スル精細ナ

ル考按ヲナンサトス。

ヌト；賢助例ニ於ケル坦坦塁坦坦哩三週盟主竺三，第 1週日＝於テハ管血及ピ車Ill尿管ノ瞭張ト共

ノ内容ノ！豊富ナルコトガ著慶トシテ認メラレ，第2週目カラハ充lITL叉ハ欝血ハ殆ンド之ヲ認ム

Jレコト能ハズシテ，中Ill尿管ノ横張ノミガ増強スルモノ＝シテ，第5週日頃ヨリ結締織ノ増殖ガ
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比較的強クナリ，漸次1闘察期間ノ：長期：亙ルエ従ツテ上！H担シ，途＝ハ杢l腎臓ハ繊維目指締織ニ

依リテ置換サレル＝到リ，貫質成分ハ去？縮消失シテ腎臓ハ著シテ非薄トナル。而シテ之等ノ襲

化ヲ輸尿管ノ閉塞部位的関係ヨリ制レパ，上部閉塞ノ揚合＝於ケル費化ガ最モ著明＝認メラル

、モノニシテ，此ノ事賓ハ輪尿管ノ閉塞ガ上部＝於テ施行サレル程， l腎寅質ノ務化へ下部＝

閉本サレル揚合＝比シテ，急j車ニ殻現スルノミナラズ鑓化モ強度ナyレコトヲ Jn~定セシム yレモノ

ナリ。弐＝賓質成分例之賢d、関， ！ゴT及ピ坦里埜等ノ個々＝就テ，之等ガ本貰験ノ経過＝随伴

シテ如何ナル襲化ヲ惹j也スルモノナルカニ就テ詳述セントス。

1世土堕ハ一般ニ費化ヲ蒙ムルコト砂キ翻アリテ，唯表在性ノモノハ比較的早期ニ費化ヲ起シ

第 3週日＝於テハ主三ア三子氏1-liノ肥厚乃至ハ苦闘陸ノ棋大ヲ招来シテ，漸毛穴共ノ度ヲ士宮スニ到リ

稲盛開ガ萎縮崩壊ヲ来スノハ第7週日頃ヨリ槻察サレルモノナリ。共後漸次共ノ：数ヲ減ジ，第

10週日以後＝於テハ相隣接シテ干詩集スル槻ヲ呈ス。而シテ漸次之等ノ境化ハ顕著トナリ，第30

週日＝到レベ主三三＿？＇ l＼＇：混ノ肥厚，締啓鴨ノ萎縮及ピ減数ハ益々著明トナリ，終ニハ草ニ腎

英膜下ニ於テ密接シテ2-3列ニ配列スルヲ見Fレノミトナル。

主堂ハ第2週目＝於テ既ニ中等度ノ萎縮知1費ニ陥リ，次第＝共ノl支ヲ土台シ，第5週目＝到レ

パ核ハ索:!/;I¥物トシテ認メラレ，途ニハ共ノ痕跡トシテ認メラ 7［， 、ノミトナル。

制尿管ハ一般ニ第1週目ヨリ擁張ヲ来セルモノヲ認メ。第2週日＝於テハ一部萎縮＝陥ラン

トスルモノモ作yレガ，大方ハ時日ノ経過＝伶ヒテ横張ノ程度ヲ増強シテ，細尿管内上皮細胞ハ

扇卒トナリ，第5週ニ於テハ制尿管ノ摘張ガ最高潮＝建ス。以後ハ次第ニ姉張セル細尿管ノ；数

ヲ減ジ来リ，制尿竹内上皮細胞ハ毎々扇卒トナルモ共後ハ漸次制尿管＝腔ハ狭クナリ，著シキ細

尿管教ノ減少ヲ来ス＝到＇ J1t--。向摘張シタル細尿管腔内エハ最初ヨリ等質様，硝子様物質ヲ容レ

後ニハ之等ノ外＝即位欣物質或ハ創焼 k皮細胞等ヲ容レルエ到ル。叉 a 方＝於テハ細i尿管ノ一

部ニ萎縮ヲ起シテ貫性索欣トナリ，問質結締織内ニ黒占在シテ僅ニ痕跡．トシで許認メラル、モノモ

有

結締織ノ：増生．ハ弟・1週目ニ於テ血管2ノ周閏ニ著明ナルヲ認メシメ．第3週日ニ到レバ該増生

費化ハ揃漫性トナリテ，そ欠第＝康範囲ニ亙ツテ認メラル、ニ到リ，途＝ハ全腎ニ波及スルモノ

ナリ n 之ノ増生壁化モ最初ハ制ii胞性ノモノトシテ認メラレシモノ；ガ，第7週日頃カラハ繊維性

哨牛ー＝鑓化シ来リ，腎孟筋肉下ニモ結締織ノ増生ヲ認メシムル＝到ル。而シテ之等ノ増生礎化

ハ時日ノ経過ト共＝もl全身柄強シテ，第20週目＝到レバ腎孟粘膜一下乃至ハ筋段jドニモ波及シテ，

第30週日＝到レパ腎貰＇l't内ハ勿論！青d~筋肉内エモ結締織ノ増生格化＝浸蝕セラルテ，愈々増'I:.

饗化ノ激烈ナルモノアリ。第40週日＝於テハ全腎ハ全ク結締織化セラレ，腎孟ノ筋肉モ原形ヲ

止メザルニ到リ，全然結締織ニヨリテ置換セラル。尤モ腎孟内ノ筋肉ノ結締織化セラル、時期l

ハ賀質ノ結締織化セラル、時期ノ後＝来Pレモノナルコトヲ翻察シ得タリ。以上ノ費化ヲ輪以許

ノ閉塞部的闘係ヨリ槻レパ上部ノ閉塞ノ；場合＝ハ平ク護現シ，下部閉塞ノ揚合ニハ遅延スルモ
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ノ、主日シ。

腎孟粘膜ハ腎孟ノ括約筋部，内部，中部及ピ外部ノ各部位＝亙ツテ第 1週日ヨリ座縮屑卒ト

ナリ．共ノ細胞該ハ基底ノ部＝座卒サレグルノ翻ヲ呈ス。而シテ該鑓化ハ時Ilノ経過ニ従ツテ

増強スルモノナルガ， I青孟内含有量ノ減量ヲ来ス時期カラへ之ノ饗化ハ停止スルカ或ハ却ツ

テ粘膜上皮細胞ノJfil縮扇卒ガ原形＝復ス所見ヲ認メタリ。

健仰j腎ノ饗化ニ就テへ初期ノモノニ於テ貫質内特ニ髄質或ハ髄ノj、関内ニ軽度ナJレ充血，創II

尿管ノ軽微ナル横張，蹴張セFレ制11尿管腔内ニ硝子核物質ヲ，官｛少-&lJ＝－於テ旋膜下表層皮質ニ在JI.-

締醤鴨ノ萎縮，ボーマン氏混ノi陸度ナル肥厚叉ハ漢腔ノ摘大等ヲ視察シ． 晩期ニ於テハ固形細

胞浸潤ヲ認メタルモノアルモ極ク軽微ナリ。以上ノ結果カラ見テ，既往ノ諸家ノ文献ヲ調スル

=-, Charlot , Donati, Mariacci ，林，盛氏等ハ位側腎ニ於テ病髭ヲ認メシムノレモ程度ナリト~

ぺ， 川添氏ハ目巴厚以外ニ著費ヲ認メズト云ヒ， Castaique et Ratheus, Auzilotti et Farbrin, 

Fiori, Rautenberg, Ignokovky氏等ハ腎車邸主ノ外＝術後ノ尿＝モ蜜化ヲ認トメタリト云ヘリ。

余ノ寅験例ニ於テモ綾上ノ如ク，健側腎ノ肥厚ト程度ナル病蜜ヲ認メタリ。

腎孟筋肉ノ接化ニ就テハ，簡翠ナル一般的観察ヲ試ミレパ，腎孟ノ各部ニ亙ツテ内輪AA筋及

ビ外縦走筋共ニ詐l円ナノレ肥大ヲ第1遡目＝於テ認メシメ，時日ノ経過＝－fl'ツテ共ノ程度ヲ増強

シ，一定ノ時期ニ到レパ減弱シテ結締織ェ依リ置換セラル、モノナリ。的ノ細胞按ハ輪以管 f

閉楽部位的関係乃至ハ腎孟ノ部位的関係ニ擁リテ多少ノ差異ハ認メラ 1i..、モ，第2週目ニ於テ

著明ナル膨大ヲ示シ， k部閉洛ノ：場合ハ第4週目迄，中部閉塞ノ揚合ハ第5週日迄，下部閉塞ノ

揚合ハ~Vi 週日迄ニ膨大ノ度ヲ増強スルカ或ハ現欣ノ僅ニ千（｛1： スレドモ，共レ以後ハ漸次縮ノj、

スルカ文ハ細胞核ノ減少ヲ認、メシメ，時日ノ経過ト共ニ毎々増強スルモノナリ。以上ハ軍＝腎

京ノ筋肉費化ヲ一般的ニmn長シタル＝過ギナイガ，之レヲ詳細＝亙ツテ輸尿管ノ上部，中部及

ピ下部閉塞ノ場合ニ於ケル筋肉もさ化ヲ統計的ニ記録シタルモノハ寅験成績3.A：・ーニ記載シタ通

リデアyレ。之ノ統計表ヨリ按ズJレ＝－＇ i輸尿管ノ閉空軍部位ト閥係ナク一般＝腎孟ノ各部位＝於テ

術側I膏ノ内輪HJ,1市及ビ外縦走筋ガ健側I脅ノ~t レ＝比較シテ著シク肥大セルヲ認、メシムルモノナ

リ。而モ此ノl緊健側腎ノ腎荒筋肉モ亦代償性肥大ヲ示スルコトハ既述シグル庭ナリ。倫之レヲ

些細＝探究スレパ，特ニ外縦走筋ノ肥大ガ顕著＝認メラル、事＝シテ，普通健常腎ニ在リテハ

括約筋itB及ピ共ノ外部＝ハ之レヲ少量ニ認ムルカ或ハ存在セザルコトガ首然トサレテ居yL，ニモ

不拘， ?k腎形成ノ場合ニハ該部＝著明ナJレ護建ヲ認メタリ。向叉内輪欣筋殊ニ腎孟ノ括約筋部

＝在Pレモノへ殊更ニ強度ナル；晴生肥大ヲ主セリ。之等 ノ郎、度ナyレ肥大ヲ起シタル腎孟筋肉モ

一定ノ時朋ニ到達スレパ肥大ノl吏ヲ減ジ，結締織ノ増生鑓化＝依リテ置換セラル、＝到Jレコト

ハ前週ノ逝リヂアル。 J大ニ術側腎ノ各部位ニ於ル筋肉鑓化ヲ各週目＝亙ツテ肥大ノ栴減率ヲ統

計的＝位側腎ト比較スレメ，賞験成航3.B：ーニ記載シタ遇リデアル。之ノ統計表ヨリ覗知セラ

ル、事へ腎孟ノ内輪欣筋及ビ外縦走筋共ニ司 %~！瓜管ノ閉塞部位的関係乃至ハ腎孟ノ部位的閥
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係ニ依リテ多少ノ差異ヲ認メシムルモ，第1週日ヨリ健側腎＝比シテ滑加ヲ示九時日ノ経過

＝従ツテ益々増加スルモ， －；とノ時期ヲ過ギレパ部Or次低下スルモノナルコトハ，腎孟筋肉ノ；長

的差異ヲ表ハセル統~ldとト相一致スル鹿ナリ。以上ノ諸統計表ヲ基礎トシテ，内輪欣筋及ピ外

縦走筋ノ各々ノ側カラ翻察スレベモ欠 F如シ。

内倫欣筋ハ第1週日ヨリ腎孟ノ各部位ニ於テ， 2-31喜ニ肥大シ．筋肉肥大ノ増加係数ヲ参照

シテ，之レノ最高慣ヲ示ス時期ヲ閉塞部位的闘係＝就テ槻レパ，腎孟ノ各部位ニ依リテ多少ノ

元男ヲ認メシムルモ， 輸尿管上部閉塞ノ場合ハ第 2 週日，輸尿管ノ中部閉本ノ揚合ハ1{~ 3遡

II ，輸尿管ノ下部閉塞ノ揚合ハ第 7 週日ニ相官シ，肥大ノ 11~刈前ハ上部閉塞ノ；場合中部及ビ之

レニタ；イデ下部閉本ノJ場合ノ順序トナYレ。叉腎孟筋肉自膿ノ部位カラ観レパ，腎孟ノ括約筋部

ガ111 モ著シキ肥大ヲ示シ，内部， ~r I部，外部ノ！｜厨序トナル第40週日ニ到レパ，筋肉ノ援化ハ

輸尿管ノ上部，中部，下部閉塞ノ綿ベテノ；場合ヲ通ジテ，第1週日＝於ケノレ所見ヨリモ低下セ

ノレモノニシテ，上部閉米ノ揚合ハ最低慣ヲ示シ，健世w背ト大差ナキ程度トナリ，＂ ft部及ピ下部

｜羽怠ノ順序ニ高憤ヲ示スモノナリ。

外縦屯ii/iハ腎孟ノ各部位＝依リテ多少ノ差異ハ在レドモ，何レノ閉塞ノ揚合共既＝第 1週ニ

於テ約21喜＝肥大シ，漸次時日ノ経過＝従ツテ共ノ増加倍数ヲ増強シ，最正：i憤ハ3閉塞例共ニ

W5 週日＝観察セラレ，輸尿管ノ下部閉塞ノ；揚合ガ』~i~＇：j ヲ示シ，「［ct部閉塞ノ；場合ガ之レニ毛穴ギ

上部閉本ノ場合ガ11訂正ナリ。共ノ後ハ漸次増加倍数ノ減少ヲ示スニ到リ，第40週日ニ到レバ，

上，中，下部閉本ノ場合共＝出 1週日＝於ケル慣ト略同一程産トナル。向叉腎孟ノ括約筋部及

ピ外部ニ於テハ．健常背＝在リテハ外縦走筋ヲ認メザルカ或ハ認メテモ少量ナルコトハ玩述シ

タル庭ナルガ，術側1背ニ於テハ之等ノ部ニ著明ナル設現ヲ認ムルモノェシテ，肥大ノ品高f1"Iヲ

示ス時lt｝］ハ腎孟ノ中部及ビ内部 ι於ケfレ筋肉肥大ノ最高憤ヲ示ス時期ト同時＝起yレモノナリ n

向腎孟内部ノ筋肉ノ増加倍数ハ「r~部ニ於ケル増加悟敢ヨリモ大ナリ。

要之水常々孟ノ筋肉鑓化ハ，内倫欣fJjj及ピ外縦走筋共ニ健常l背ニ比シテ著明ナノレ！肥大ヲ認、メ

シムルモノニシテ，外縦走Ii.方ノ肥大ハ内輪扶筋ノ肥大ヨリモ共ノ程度ハ大デアルガ，肥大ノ高

慣ヲ示ス時期ハ内倫Ilk筋ニ於ケノレヨリモ濯をEシテ視ラル、モノナリ J 輸尿管ノ閉塞部位的闘係

ヨリ観察スレパ，上， r[-r，下部閉塞ノ何レノ揚合ニ闘係ナク内輪欣筋ノ肥大ヲ認メシムルモ，

外縦走筋ノ肥大ハ輸尿管ノ下部閉本ノ；場合ガ昆モ著明ナリ。市シテ一般ニ内輪欣筋及ピ外縦走

Jr}'j）宅ニ， l陥ほ管ノ上部間本ノ場合エハ最モ急速ナル増加乃至ハ減少ヲ示シ，増加f点数モ比較的

低イガ， 輸尿管ノ下部閉塞ノ；場合ニハ昆モ援除ニ増加乃至ハ減少ヲ示、シ， 増加悟敢ハ最高ナ

リι 印チ是ニ擁ツテ考按スレパ，輸尿管ノ完全閉塞ガ下部＝施行セラ fレル程腎臓7.f¥.)J車ノ形成サ

レルコトガ容易ナノレ事責ヲ肯定スル結果ヲ得タリ。

次＝以上ノ I背孟筋肉ノ饗化ヲ斜jニ報告シタル第 I 報水l腎ニ於ケル賃貸草量ノ境（~，及ピ腎孟

内含有液日：トヲ比較封j照シテ考按スレパ，腎孟筋肉ノ鑓化ハ大略腎貰質 nn：量ノ増減ト一致シ
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タル蟹化ヲ皇スルモノニシテ，就~1~内輪欣筋ノ鋭化ハ全ク寅賀市有；：ノ増減＝伴ヒテ費化スルノ

視アリ。特＝輸尿管ノ上部閉店ノ揚合ニ於テ然リ。外縦走防ノ鐙化ハ腎貰質ノ重中ーノ：増減＝勘］

係ナク．手口 I背孟内含有液量ノ増減ト柏酷似シタル経過ヲMスルモノナリ。

引：＝腎孟ノ筋肉鐙化ヲ一般組織率的所見殊＝符孟内＝増生スル結締織ノ援化及ピ筋細胞綾ノ

推移トノ闘係ヨリ考按スレパ，腎孟内＝於テ結締織ノ増生鑓化ガ著明トナル頃ヨリ筋肉ハ肥大

ノ度ヲ減ジ初メ．筋納l胞ノ緩ハ制小トナリテ萎縮＝傾ケリ。第15週目＝到レパ結締織ノ増生愈

々拐、度トナリ，筋細胞緩ハ萎縮シテ甚シキ減数ヲ認メシメ，筋イ肥大ハ益々低下ス。第30週目

ニ到レパ以上ノ盤、化ハ更ニ進捗シテ，粘膜下l官同居及ピ筋肉下結締織ヨリノ強度ナル結締織ノ

増生ハ内輪！11¥ir方及ピ外縦走筋内ニ侵入シテ，筋細胞按ヲ有スJレモノハ稀トナリ，筋肉ハ無構造

ナル如ク観察セラレ，筋組織ハ結締織＝依リテ会ク置換セラ 1レ、ェ到ル。

附記腎孟内凶jノ鐙化殊ニ隆超物＝就テ．

腎孟内含有::itノ増加＝件ヒ， I母孟ハ恰モヂなヲ蛾ゲタルガ如キ所見ヲ曇スルモノナyレ事ハ義

ニ記述セシ所ナルガ，此ノ隆起物ハ腎寅質ヲ全然快除シテ非再トナリ，定型的水腫腎ヲ形成ス

Fレ＝到ルモ向依然トシテ，之ヲ認メシムルモノナリ。之レハ常＝血管ヲ其ノ内部＝導キ，共ノ

周囲ニハ筋肉ヲ誘導シテ居yレコトへ既 ＝－ Leonhard氏ノ記述セル底ナリ。而シテ之ガ護生ニ

閥シテハ， Fuchs,Ku prijanoff氏等ノ云へ 2レ如ク血管ノ走行＝一致シテ認メシムノレ事へ 本質

験例ニ於テ余モ亦之ヲ肉眼的＝於テスラ観察シ得yレ庭ナリ。

V.提要

余ハ輸尿管ノ完全閉塞ニ依ツテ来Yレ71く腎ニ就テ，健常家兎ヲ劉・！照トシテ共ノ腎孟内筋肉ノ生

理的欣態ヲ検索シタ1レ成績ヲ基礎トシテ，之レト比較針！！任シテ， 7](1青々孟内筋肉＝就テ攻究シ

タル結札以下ノ結論＝到達セリ。

A. 健常腎J腎孟筋肉二就テハ：

1) 左右雨腎ノI者i商後商ニ就テ比較スルニ， le.腎ニ於テハ育Ii商ヨリモ後商，右腎＝於テハ後

而ヨリモ前回ガ設建シ，綿鴨トシテ右前回ハ左前！百ヨリモ， N＿後商ハ右後而ヨリモ護建セリ。

而モ此ノ差異ハ制fli少ナルガ故＝殆ンド左・典4 ナキモノト見倣シテモ可ナリト信ズ。

2) 腎孟内 ffjj ノ輪ij}~筋ハ，外岡ノ縦走筋ニ比シテ遥カ＝乞奇i：ナリ。

3) 腎孟ノ折約筋部＝於テへ輪以筋ハ強度ニ護達セルヲ諸メシムルモ，縦走／（fjハ t制~少＝

之ヲ認メシム＇＂ノミナリ。

4) 腎孟ノ外部ニハ輪JjJ；筋ノミヲ認メシメ，外縦走筋ハイバEセザルカ或ハ倒~i町役ニ認メラル0

5) l符孟内ノ筋肉 z就テ視レパ，内輪HJ：筋ノ琵逮程度ハJ円形Jiii:if；~ ， 内部，中部，外部ノ／I回ニ

シテ，外縦走筋ニテハ内部， rf-r部，括約筋部ノII頂序ナリ。

B. 水腎J場合＝扱ケ＇＂腎孟 J筋肉塑化ζ 就テ，、

1) 輪尿？？ヲ完全＝間五スノレ場合ニハ， rrt瓦ノ筋肉ハ健H!IJI符＝比シテ；守シク！肥大スルモ Jニ
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シテ，第 1 週間ニ於テ師＝内愉；v~筋ハ約 2-3 倍， 外縦走筋ハ約2倍ニ肥大スルモノナリ。而

シテ此ノ肥大ハ時日ノ経過＝従ツテ益々増強ヲ来スモノナルモ，一定時期ヲ過ギレパ減退シ来

リ，第7週目頃ヨリ漸次萎縮ヲ招来シ，第15週ニ於テハf民生肥大ヲ呈スルモ，第30週＝主ljレパ

結締織ェヨリテ置換セラル。

2) 7k腎々孟＝於ケル筋肉ノ鐙化ハ輸尿管ノ閉塞部位＝協リテ差異ヲ認メシムルモノ＝シテ

輸尿管ノ上部閉塞ノ揚合ニハ筋鋭化ハ急速＝設現シ，肥大ノ程度モ低ク，萎縮スル時期モ早ケ

レドモ，反射＝下部閉塞ノ場合＝ハ筋嬰化ハ綾徐＝蛮現シ肥大ノ程度モ強ク．且ツ萎縮スfレ時

期モ遜シ。中部閉塞ノ場合ハ此雨者ノ中間ノ鎚化ヲ保持スノレモノナリ。

3) 全経過ヲ通ジテ筋肉肥大ノ最古：iニ建スル時期へ内輪欣筋＝就テ見レパ輸尿管ノ上部閉

塞ノ場合ガ第2週目，中部閉塞ノ；揚合ガ第3週日，下部閉塞ノ場合ガ第7週目＝，外縦・走筋＝

於テハ輸尿管ノ・上部，中部，下部閉塞ノ何レ揚合共＝第5週日ナリ。

4) 外縦走筋ノij~大ハ内輪；伏筋＝比シテ張ク認メラレ，萎縮＝陥Jレ時期及ピ程度ノ、外縦走筋

ニ於ケJレモノガ緩徐ナリ。

5) 内輪II}(筋ノ肥大＝閥スル消長ハ腎賞質 ノ重量ノ増減ト一致シ，外縦走筋ノソレハ寅質重

量ノ消長トハ闘係少ク，腎孟内含有液量ノ消長ト近似スル所見アリ。

6) 筋肉肥大ノ程度ヲ腎孟ノ部位的＝翻察スレパ，内輪赦筋ハ括約筋部＝於テ最モ強度ナル

肥大ヲ皐シ． そ欠イデ内部，中部，外部ノ順序トナリ外縦走筋ハ内部＝於テ最モ強度ナル肥大ヲ

示シ， そ欠イデ中部，括約筋部，外部ノ！｜国序ノ所見ヲ呈ス。

（文献及ピ附闘ハ第V報末尾＝附ス。）




